






要約 

低栄養ラットにおける組織カルニチンについて検討したところ,総カルニチンでは,腎,肺

などでコントロール群より有意に低くなっていた。一方脳では逆に総カルニチンはコント

ロール群より著しく増加し,この増加は主に短鎖アシルカルニチンの増加によっていた。以

上より低栄養状態下では組織カルニチンの蓄積に組織間で差が認められ,特に脳ではアシ

ルカルニチンの増加が著明で,脂肪の利用が活発になる事が示唆された。 


